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韮崎市は武田発祥の地であり、武田氏ゆかりの史跡が数多 く残っ

ております。武田氏最後の城である新府城跡やその関連性のある武

田八幡宮、白山城跡、能見城跡や願成寺があり、また、治水遺構と

して、御勅使川旧堤防跡 (将棋頭)な ど、枚挙に暇のないほどであ

ります。

韮崎市の東部に広がる穂坂台地には穂坂牧の伝承や土偶を大量に

出土 した女夫石遺跡などがあります。この度の調査対象 となった

三百水遺跡は、過去に調査経過がなく、その詳細については把握さ

れておりませんでした。今回の調査により、旧石器時代のナイフ形

石器、縄文時代終末から弥生時代初期の竪穴建物跡などが確認され、

先人達の土地利用の一端を知ることができました。

調査地は調査終了後に、造成工事が行われましたが、事業者をは

じめとする関係者のご理解とご協力のなかで、記録保存され、本書

の干J行 となりました。

このような調査の積み重ねにより、地域の過去が解き明かされて

いくことと思います。

調査にあたり、ご理解をいただきました事業者の方をはじめ関係

者の皆様方へ感謝申し上げます。

韮崎市遺跡調査会

事務局長 興水 豊
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1 本書は韮崎市穂坂町に所在する三百水遺跡における土地開発行為に伴う緊急発掘調査報告書であ

る。

2 発掘調査ならびに、整理作業は韮崎市教育委員会監理のもと、韮崎市土地開発公社から調査に関

する委託を受けた韮崎市遺跡調査会で実施 した。

3 発掘調査、整理作業および本書の編集・執筆は韮崎市追跡調査会の間間俊明が担当した。

4 本書に関わる出土品・諸記録は韮崎市教育委員会において保管されている。

5 組織

韮崎市遺跡調査会

事務局長 :輿水豊 課長 :横森貢 (前任 :雨宮正巳)課 長補佐 :山下孝司 リーダー :伊藤保昭 担当 :

関間俊明

6 発掘調査ならびに報告書の作成にあたり、多 くの方々・諸機関から協力をえました。記して感謝

いたします。(順不同)

中山誠二・佐野隆・阿部由美子・石原ひろみ・小野初美 。上野理江・清水裕子・土屋啓子・深沢真

知子・角田勇雄・輿石邦次 。清水征二・小幡敬―・中山汎丘・堀内万寿吊・藤森芳雄・依田信一 。小
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第 1章 調査経緯と経過

周知の埋蔵文化財包蔵地である三百水遺跡で土地区画整備計画があり、韮崎市土地開発公社から文

化財保護法第98条 に関わる届出があった。市教委では、埋蔵文化財包蔵地であるものの、遺存状況に

ついては未把握であることから、試掘調査が必要であることを意見として山梨県教育委員会に経由進

達をおこなった。その後、山梨県教育委員会から試掘調査の指示が事業者にあり、韮崎市教育委員会

では事業者と協議をおこない、試掘調査を実施 した。その結果、遺構・遺物が検出された。

試掘調査の結果を受け、市教委と韮崎市土地開発公社で協議をおこない、現状での遺跡を保存する

ことが困難であることから、記録保存を目的とした発掘調査を実施することとなり、調査は韮崎市教

育委員会監督のもと、韮崎市遺跡調査会が実施することとなった。

第 2章 遺跡の環境

三百水遺跡は茅ヶ岳の裾野、穂坂台地上の標高420m前後に所在する。北側と南側の沢地形挟まれ

た比較的狭い舌状台地である。周辺の発掘調査としては、中央自動車道韮崎インターチェンジ建設に

伴う発掘調査が実施されているが、この際には遺構等が確認されていない。近年では、本遺跡よりも

北東方向600m程の権現沢川沿いの女夫石遺跡において調査が実施され、縄文時代中期の住居跡群及

び土偶をはじめとする当時の道具の廃棄場が確認された。また、「巾」という織物との関連性のある

平安時代の墨書土器が出土している。

第 3章 出土 した遺構 と遺物

第 1節 旧石器時代 (第27図 )

5号溝周辺のローム層中から黒曜石製の二側縁加工を施 した切出形ナイフ形石器 (第 27図 CH l―

1)が出土した。

第 2節 縄文時代 (第 7～13,16～ 26図 )

竪穴状遺構が検出された。掘 り込み面での平面プランを参考に3軒の重複を想定 したが、土層観察

からはその関係は不明瞭であった。

1)1号竪穴状遺構 (TAl)

長軸6.5m、 短軸5.Omの 隅丸方形の平面形態である。竪穴の壁から0.5～ 1.5mの 範囲の床面は平

坦もしくは緩やかな傾斜をしているが、さらに竪穴の内側では傾斜がきつくなる。貼 り床となるよう

な硬化面は検出されていない。竪穴内の北東部分でピットが確認された。

竪穴内の覆上の堆積状況は、いわゆるレンズ状堆積である。 2層 とした暗黒褐色土から下の層で土

器などの遺物が多く検出された。

出土遺物は浮線文・条痕文系の上器と、横刃形石器 (TAl-20～ 23)、 磨石 (TA卜 24)、 礫器 (TA

126)な どの石器である。

2)2号竪穴状遺構 (TA2)

長軸8.2m、 短軸5.8mの卵型の平面形態である。東側は 1号竪穴状遺構と重複し、土層観察をおこ

なったが明確に捉えることができず、その時間的な前後関係は不明である。北側と東偵1の壁はやや深

く立ち上がるが、南側は竪穴内の中央部から緩やかに傾斜し、南側の壁に到達する。壁及び竪穴内の

底面の一部には地山に含まれる岩が見られる。

竪穴内の覆上の堆積状況は、いわゆるレンズ状堆積である。 3a層 とした層よりも下の層から土器

などの遺物が出上し、量的には 1号竪穴状遺構よりも多い。

出土遺物は浮線文・条痕文系の上器と、横刃形石器 (TA2 48～ 52)、 打製石斧 (TA2-53～ 59)、

―-1-―



磨石 (TA2-62)、 凹石 (TA2-63)な どの石器である。

3)3号竪穴状遺構 (TA3)

1号竪穴状遺構の南東部分と2号竪穴状遺構の南西部分の間に、扇形に黒色上を含む浅い掘 り込み

をもった遺構である。遺物の出土は少ないが、遺構内の堆積土は 1・ 2号竪穴状遺構 と類似 している

ことから、同時期の遺構 と考えられる。

今回の調査では、竪穴の底面の立ち上が りや平面形態などにより3遺構 として捉えたが、いずれも

時間差を特定したものではなく、一つの遺構の中のバリエーシヨンの可能性が残ることを指摘 してお

きたい。この時期の竪穴状遺構の検出例は少なく、今後の資料の増加をまって、再検証が必要と考え

られる。

第 3節 中世以降 (第 14～ 15・ 27・ 28図 )

1)ピ ッ ト

暗褐色土を覆土としたピットが調査区西側で48基を検出した。特に、 1～27号 ピットまでは比較的

まとまっていることから、掘立柱建物跡の可能性がある。このピットの集中部からやや東側に離れた

地点で、16世紀末に流通する連弁文の青磁碗の破片が出土 している。

2)溝跡

東西方向に走る溝が確認されている。調査の便宜上、複数の溝跡として取 り扱ったが、全体を見渡

してみると、概ね並行する2条の溝で構成されている。いずれの溝跡からも明確に時期を示す遺物の

出土はないものの、古代から近世にかけての遺物が覆土に含まれており、埋没年代は近世段階の可能

性が高いが、掘削時期については不明である。なお、明治時代の分間図にもこの溝と関連するような

区画を確認することはできなかった。

1号溝跡

幅約18m、 深さ約30cmだが、最低 1回の掘 り直しがされている。

2号溝跡

1号溝と平行 し、南側を走る溝跡である。 5号溝と直接つながっていないが、本来一連の溝であっ

た可能性が高い。幅約2.4m、 深さ40cmで、複数回の掘 り直しがされている。滞の途中で石積みがさ

れている。東側と南狽1部分に石を2段程度に積み上げている。この石積み部分を境にして、東側の溝

は浅 くなる。東端部分は3号溝と重複 し、 2号溝は新 しい。東端の溝の基点となる場所には礫 1点を

確認 した。本溝以外にも溝の基点となる位置に礫を確認した溝があることから意図的に置かれた可能

′
隆がある。

3号滞跡

2号溝とほぼ直行する。 3号溝が掘削された際にはすでに2号滞には覆上が堆積 した状況であるこ

とが雄積状況の観察で確認された。溝底は箱掘状であり、幅約40cm、 深さ約30cmである。

4号溝跡

長さ約16m、 幅約12mで 5号溝と平行 している。

5号溝

2号溝のほぼ延長線上にあり、 4号溝と平行 し、東端で南側にほぼ直角に曲がる。第15図 に示 した

とおり、 3段の段差を認めることができる。また、南側に折れた部分に平行 して10号溝が掘削されて

いる。

本溝と直接関係 しないが、ナイフ形石器が隣接 して出上 している。

6号溝

長さ約6.5m、 幅約06mで東西方向に長い溝である。 5号溝と同様に底面に段差を認めることがで

きる。調査区を横切る道によって切られているが、15号溝とつながるものと考えられる。また、11号
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溝とも直線的につながる位置関係にあり、 5号溝とも関連を想定できる。

7号溝

長さ約6.5m、 幅約0.8mで東西方向に長い溝であり、若干湾曲部分が認められる。また、13号溝と

も直線的な位置関係にある。

8号溝

長さ約 5m、 幅約0,9mで 東西方向に長い滞である。調査区を横切る道によって寸断されている

が、16号溝につながるものと考えられる。14号溝 と直線的な位置関係にある。

9号溝

長さ約12m、 幅約0.8mで東西方向に長い 2号滞と平行する溝で、西端で北側へ若干湾曲する。東

端の基点部には礫 1点が出土した。

10号溝

長さ約5.2m、 幅約 lmで南北方向に長い溝である。 5号溝の東端で南側に屈曲した溝と平行 し、

北端が西側へ折れており、本来は5号溝 と合流 していたものと考えられる。

11号溝

長さ約75m、 幅約1.2mで東西方向に長い滞で、11～ 14号溝は平行する。 5・ 6号溝と同様に底面

に段差を認めることができる。 6号溝と直線的につながる位置関係にあり、 5号溝とも関連を想定で

きる。

12号溝

長さ約16.3m、 幅約0.8mで東西方向に長い溝で、11～ 14号溝は平行する。

13号溝

長さ約13m、 幅約0.8mで東西方向に長い溝で、11～ 14号溝は平行する。 7号溝 と直線的な位置関

係にある。

14号滞

長さ約 8m、 幅約0.4mで東西方向に長い溝で、11～ 14号溝は平行する。 8号溝と直線的な位置関

係にある。

15号溝

長さ約 3m、 幅約0.4mで東西方向に長い溝である。

16号溝

長さ約 3m、 幅約06mで東西方向に長い溝である。

17号溝

長さ約53m、 幅約0.4mで東西方向に長い溝である。16。 18・ 19号溝と直線的な位置関係にある。

18号溝

長さ約62m、 幅約0.7mで東西方向に長い溝で、19号溝と平行 し、17号溝 と直線的な位置関係にあ

る。

19号溝

長さ約9.5m、 幅約06mで東西方向に長い溝で、18号溝と平行 し、17号溝と直線的な位置関係にあ

る。

20号滞

長さ約22.2m、 幅約08mで東西方向に長い溝で、やや南側に湾曲する。21号溝と平行する。

21号溝

長さ約34.2m、 幅約1.2mで東西方向に長い溝で、20号溝 と同様に南側にやや湾曲する。 5号溝 と

同様に底面に段差を認めることができる。
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22号溝

長さ約93m、 幅約04mで他の溝と方向、幅や覆上が異なる。

第 4章 まとめと課題

今回の調査では、中世以降の溝とピット及び縄文時代晩期から弥生時代にかけての竪穴状遺構など

を調査することができた①検出された遺構・遺物についてまとめを述べておく。

(中世以降の遺構等について)

検出された溝からは、時期を確実に特定できる状況での遺物は出土せず、平安時代から近世の追物

が覆土から出土 したのみである。検出当初は比較的新 しい時代の遺構 とも想定 したが、土地の所有者

等に聞取りをしたところ、少なくとも70年前には溝は存在しなかったようである。また、明治期の分

間図においても今回確認した溝と関連するような区画を認めることはできなかった。このことから、

近世段階にまで遡るものと考えられるが、溝の掘削された時期については判断し得えず、その目的に

迫る資料を検出するには至っていない。溝跡の通る地点は沢地形に挟まれた台地の中央部であること

と、本遺跡の所在する穂坂台地が水に貧窮する地域であった歴史的・地形的な背景から考えると、水

路として作られた可能性が高いものと考えられる。また、大きく2本の溝が平行に走ると捉えること

ができる、道の側溝として作られた道路遺構の一部である可能性も残る。

また、ピットについては、建物跡を想定できるが具体的な規模を把握までには至っていない。ピッ

トの覆土から出土遺物が皆無なことから時期の特定はできないが、ピットの検出されている調査区東

側では、16世紀末に流通する連弁文の青磁碗が出土している。青磁碗が当時において高価なもので

あったことから、耕作地での使用後の廃棄は考えにくく、居住空間の存在が考えられる。遺物が少な

く、共伴することが確実とはいえないが、ピット群が居住空間と関連する可能性のあることを指摘し

ておく。

(縄文時代晩期から弥生時代初頭の遺構等について)

3基の竪穴状遺構を検出している。前章で報告したとおり、3基の竪穴状遺構としたが、明瞭に重

複関係が把握されたわけではなく、遺構内への堆積土も極めて類似していることから、3基 としたも

のが一つの竪穴状遺構の可能性もある。この時期の遺構の確認例は少ない。本遺跡よりも前段階で

は、金生遺跡 (北杜市)では方形周石住居跡が確認されている。ほぼ同時期では上手沢遺跡 (韮崎市)

で、長軸5.6m・ 短軸52mの隅九方形の竪穴建物跡が検出されている。本遺跡の竪穴建物跡はいずれ

の遺構とも類似点が見出しがたく、今後の資料の増加をまって、再検証が必要と考えられる。

この時期が穀物の栽培もしくは農耕の成立にからむことから、石器については使用痕の分析を視野

に入れ、分析対象となる痕跡の残存の有無について山梨県立博物館に確認を依頼したが、その結果、

残存しておらず、使用痕の分析にはいたらなかった。しかしながら、未分析ではあるが種子と考えら

れる痕跡を観察できる土器片が数点出土している。このような資料のさらなる分析により、当該地域

の食料獲得に関わる生業について検討する一資料となりえよう。

出土土器では、浮線文系の土器が出土しているものの、条痕文系の上器が圧倒的に多い。

(ナイフ形石器について)

本市では旧石器時代の遺物の出土は少なく、ローム層からの出土はこれまでなかった。本遺跡から出土

したナイフ形石器は、切出形のナイフ形石器であることから、立石遺跡第I文化層と対比されるものと考

えられ、武蔵野台地ではV～Ⅵ層下部、相模野台地ではB2L～ B2U層で出土する石器群との関連性を

想定できる。今回の出土はローム層にパックされた状態での出土であることから、このローム層の形成年

代を検討する上で重要な発見であつたといえる。今後は、火山灰の分析などを含めて、ローム層の年代の

推定をおこない、石器の型式とローム層の年代の比較をおこなっていくことが必要となってこよう。
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i護
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J

① 三百水遺跡
② 女夫石遺跡
③ 北下条遺跡
④ 下横屋遺跡
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ビッ ト観察表

ピット名 東西 (cm) 南北 (cm) 深さ(cm) 備  考 ピ ッ 卜名 東西 (cm) 南北 (cm) 深さ(cm) 備 考

PTl 34 PT26

PT2 31 PT27a 8

PT3 PT27 b つ
々

PT4 24 PT28

PT5 PT29 つ
々

PT6 つ
々 30 PT30

PT7 40 PT31 つ
々

つ
々

PT8 24 PT32 18 16
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PT10 20 PT34 28 5
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々 PT35 つ

々
つ
々
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々
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了
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PT18 26 30 85 PT42 9
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，
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PT25 36 PT49
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第28図  2・ 19。 21号溝 調査区 1 出土遺物

図版No 報告 blo 遺物 (注記)blo 器形 時期 部位 色調 (内 ) 色調 (外 ) 胎土 石材
絲
縦
ぐｃｍ，

唯
横
くｃｍ＞

離
隣
ぐｃｍ＞

重量

`g)

備 考

第16図 TAl-1

TAl-61

TA2-99 141

314他

鉢 縄文～弥生
口縁～胴部

片
にぶい褐色 にぶい褐色

白 赤 黒色

粒子
473 2

(内 )横撫で (外)縦方向

条痕文 輪積痕が見 られる

第16図 TAl-2 TAl-57 碗 縄文晩期 日縁部片 掲色 褐色
白 赤 黒色

粒子
22 0 100 8

(内 )撫で

文

(外)浮線綱状

第16図 TAl-3
TAl-79 114

TA2 112 381他
一蔓 縄文～弥生

日縁～頸部

片

にぶい貢褐

色

にぶい黄褐

色

白 赤 金

黒色粒子
392 6

(内)横条痕文  (外)日縁

部に2本の横走す る刻み文

のある隆帯、縦条痕文

第16図 TAl-4
TAl-268 6 7
16

甕 縄文～弥生 口縁部片 掲色 明褐色
自 赤 黒

黒光粒子
280 756 5 (内 )撫で  (外)条痕文

第16図 TAl-5 TA一括 墾 縄文～弥生
回縁～胴部

片
にぶい橙色

にぶい黄褐

色

黒 赤  自色

粒子
解 6 (内  外)撫で

第16図 TAl-6 TAl-38 143 甕 縄文～弥生
口縁～胴部

片
にぶい橙色 にぶい褐色

黒 白 茶色

粒子を含む
(内外)撫で

第16図 TAl
TAl-61

TA2-99 141

314他

鉢 縄文～弥生
日縁～胴部

片
にぶい褐色 にぶい褐色

自 赤 黒色

粒子
27 4 473 2

(内 )横撫で (外)縦条痕

文 輪積痕がみ られる

第16図 TAl-8 TAl-63 深鉢 縄文～弥生
胴下～底都

片
灰褐色

明褐色～に

ぶい褐色

自 乳自 赤

黒光粒子
110 97 6

(内  外)横方向のヘラ撫

で 底部網代痕

第16図 TAl-9

TAl-103 154

TA2-60 356

362

奏 縄文～弥生 底部片 褐色 褐 色
白 金 乳白

赤 黒色粒子
293 1

(内 )撫で  (外)ヘラ撫で

(底部)木葉痕 にヘ ラ撫

で

第16図 TAl-10

TAl-86

TA2-66 203

220 244他

菱 縄文～弥生 胴～底都片
明褐色～に

ぶい褐色

明褐色～に

ぶい褐色

白 黒 黒光

赤色粒子
85 599 2

(内  外 )横撫で  (底部 )

網代痕

第17図 TAl 11 TAl― 括 鉢 縄文～弥生 日縁部片 明褐色 灰褐色
自 黒 黒光

赤色粒子
111 (内 )種子痕

第17図 TAl-12 TAl ―括 鉢 縄文～弥生 口縁部片 灰褐色 褐 色 白 黒色粒子 97 (外 )種子痕

第17図 TAl-13 TAl ―括 菱 縄文～弥生 胴～底部片 褐 色 褐 色 自 黒光粒子 (外)種子痕

第17図 TAl-14
TAト ー括

TA2-303
菱 縄文～弥生 回縁吉卜片 にぶい褐色 にぶい褐色

自 黒 茶

黒光粒子
238 0

(外)日縁横撫で 胴部条

痕文

第17図 TAl-15 TAl-88 鉄 縄文～弥生 口縁吉[片
にぶい赤褐

色

にぶい赤褐

色
白 黒色粒子 487 9 口縁端部に指頭による刻み

―-29-―



図版hlo 報告No 遺物 (注記)配 器形 時期 部位 色調 (内 ) 色 調 (外 ) 胎土 石材
縞
縦
てｃｍ，

唯
横
鰤

離
隣
てｃｍ＞

重量

(g)

備 考

第17図 TAl-16 TAl-39 鉢 縄文～弥生 日縁部片 赤掲色 赤褐色 白 黒 金色 (内外)撫で

第17図 TAl-17 TAl-65 斐 縄文～弥生 日縁部片 明褐色 明褐色 白色粒子 311 回縁端部に指頭による刻み

第17図 TAl-18 TAl-15 甕 縄文～弥生 口縁部片 明褐色 灰褐色 自 黒色粒子 377 日縁端苦[に オ旨頭による亥Jみ

第17図 TAl-19 TAl― 括 29 棗 縄文～弥生 国縁部片 暗赤褐色 赤褐色 自 赤色粒子 21 2 口縁端部に指頭による刻み

第18図 TA2-1
TA2-93 150

151
深 鉢 縄文晩期 国縁部片 明黄褐色 黒褐色

自 黒 赤

黒光粒子
104 3

(内 )撫で (外)棒状工具

による沈線

第18図 TA2-2 TA2-160 一亜 縄文晩期 日縁部片 褐色 褐 色 白 黒色粒子 (内 )撫で (外)浮線文

第18図 TA2-3
TA2-278、 TA2-
一括

鉢 縄文晩期
日縁～胴部

片
橙 色

にぶい赤褐

色
白 黒色粒子 22 4 19 5

(内)撫で (外)浮線網状

文 穿孔有 り

第18図 TA2-4 TA2-153 57他 一更 縄文～弥生 肩部片 橙 色
にぶい黄橙

色

白 金 孝七白

赤 黒色粒子
129 1

(内)横撫で (外)肩 部に

二本の横走する刻みのある

隆帯 ハケロがわずかに見

らオとる

第18図 TA2-5

TA2-31 119

374 TA-99

163

一璽 縄文～弥生 肩部片
にぶい黄橙

色

にぶい黄橙

色

自 赤 金

乳自粒子
274 0

(内 )撫で 条痕文 輪積

み痕有 り (外 )条痕文

肩部の隆帯上に指頭による

刻み

第19図 TA2-6
TA2-80 91

133  191
一璽 縄文～弥生

回縁～胴部

片
褐色 黒褐色

白 赤 金

乳白色粒子
17 2 332 0

(内)ヘラ撫で  (外)斜め

条痕文

第19図 TA2-7 TA2 一括 壷 縄文～弥生 日縁～胴部
にぶい赤褐

色
明赤褐色 白 黒色粒子 24 4

(内 )撫で  (外 )月同部刷毛

目 日縁部横撫で 刻み

第19図 TA2-8 TA2-77 一璽 縄文～弥生
回縁～胴部

片
橙 色 橙 色 自 黒色粒子 156 1162

(内 )撫で  (外)日唇部押

圧文

第19図 TA2-9
TA2-161 163

183 185 186他
賓 縄文～弥生

口縁～胴都

片
にぶい橙色 にぶい橙色

黒 白 督 し自

色粒子
14587

(内 )撫で (外)条痕文

国唇部押圧文

第19図 TA2-10
TAl-144 TA2-
一括

甕 縄文～弥生
日縁～胴部

片
灰褐色

黄橙色～灰

褐色
白色粒子 15 6 1

(内)撫で (外)日縁端指

頭押圧による刻み

第19図 TA2-11
TA2-32 247

308 -括
賽 縄文～殊生 口縁都片 にぶい褐色 掲色

黒 白 赤

黒光粒子
85 3

(内)撫で (外)口縁部に

刻 目

第19図 TA2-12
TA2-134 135

137 274 302他
甕 縄文～弥生

回縁～頸部

片
明赤褐色 明赤褐色

白 黒 赤色

粒子
を42 207 6

(内 )横撫で (外)指頭押

圧 による刻み 胴部縦条痕

文

第19図 TA2-13
TA2-61 132

221 226 242他
箋 縄文～弥生 胴部片

にぶい貢褐

色

にぶい黄橙

色
自 黒色粒子 550 7 (内 ) 撫 で (外 )条痕文

第19図 TA2-14 TA2-250 341 奏 縄文～弥生
口縁～頸部

片

赤褐色～に

ぶい赤褐色

赤褐色～に

ぶい赤褐色

自 乳自 黒

色粒子
26 0 207 8

(内 )横昂1毛 目 (外 )胴部

条痕文

第20図 TA2-15
TA2-83 14

TAl-36
深鉢 縄文～弥生

口縁～胴部

片
にぶい褐色 にぶい褐色

白 透明 黒

色粒子
464 0

(内)横撫で (外)斜め方

向の条痕文 口縁部に山形

突起有 り (4単位か ?)輪
積み痕

第20図 TA2-16
TA2-131 187

188 218 245他
深鉢 縄文～弥生 日縁～胴部 褐 色 褐色

白 金 赤

黒色粒子
22 0 351 8

(内)横撫で (外)縦条痕

文  (口 縁)横撫で 7ケ 所

あつたと思われる2ケ 1組の

刻み文

第20図 TA2-17 TA2-149 293 深 鉢 縄文～弥生 口縁～胴部 暗赤褐色 褐色
白 黒 金色

粒子
21 6 72 0

(内 )撫で (外)波】夫口縁

で肥厚

第20図 TA2-18

TA2-13 122

198 215 372

-括
深 鉢 縄文～弥生 口縁～胴部 褐 色 明褐色

白 黒 赤

黒光泣子
26 0 846 8

(内 )ヘ ラ撫でか ?(外 )

条痕文 回縁 ―小突起

第20図 TA2-19
TA2-294 394

383 -括
深 鉢 縄文～弥生 口縁部片 褐 色

にぶい黄褐

色

自 乳白 赤

黒色粒子
151 0

(内)横撫で (外)日縁部

は肥厚で波状に押圧痕有 り

第20図 TA2-20 TA2-235 饗 縄文～弥生 底部片 橙 色 橙 色
自 赤 くろ

黒光粒子
50 213

(内)ヘラ撫で  (外)条痕

文

第20図 TA2-21

TAl-23 52

112 TA2-74

204他

巽 縄文～弥生 回縁～胴部
にぶい黄橙

色

にぶい黄褐

色

白 金 赤

乳白 黒色粒

子

36 9 2083 2

(内)横ヘラ撫で (外)縦
条痕文 顕部に穴があけら

れてる

第20図 TA2-22 TA2-390 甕 縄文～弥生 底部片
にぶい赤褐

色
赤褐色 白色粒子 62 207 4 (内 ) 猟 で

第20図 TA2-23
TAl-40

TA2 12 -括
深鉢 縄文～弥生 底部片 掲灰色 明赤褐色

白 金 赤

黒光粒子
54 78 8 (内外)撫で 底部網代痕

第21図 TA2-24
TA2-72 73

258 259 260他
饗 縄文～弥生 底部片 にぶい橙色 橙 色

自 赤 金色

粒子
112 836 6

(内 )ヘラ撫で (外)ヘラ

撫で、わずかに条痕文がみ

られる

第21図 TA2-25 TA2-227 228 深 鉢 縄文～弥生
胴下部～底

部
にぶい褐色

明赤褐～に

ぶい掲色

自 黒 赤色

粒子
102 446 3

(内 )斜方向の条痕文  (外 )

縦方向の撫で 底部網代痕

第21図 TA2-26

TAl-34 37

TA2-263 334
-括

霙 縄文～弥生
胴下部～底

部
灰褐色

明褐色～褐

色
自色粒子 94 378 7 底部網代痕
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図版 llo 報告 llo 遺物 (注記 )lNlo 器形 時期 都位 色調 (内 ) 色 調 (クト) 胎土 石材
絲
縦
でｃｍｊ

酢
横
でｃｍｊ

離
酪
ｍ

重量

(g)

備 考

第21図 TA2-27
TA2-26 51

261  262
甕 縄文～弥生 底部片 褐 色 明黄掲色

自 乳白 金

赤 黒色粒子
510 4

(内 )撫でが見 られるが不

鮮明 (外 )磨滅 によ り不

鮮明 底部網代痕

第21図 TA2-28 TA2-307 340 菱 縄文～弥生
胴下部～底

部
灰褐色 橙 色

白 黒 赤

乳白色粒子
11 0 252 8 (内外)撫で

第21図 TA2-29 TA2-括 斐 縄文～弥生
胴下部～底

部
にぶい褐色 明褐色

白 乳自 赤

黒光粒子

(内 )条痕文 ?(外 )維撫

で 胴下部横ヘラ撫で (底

部)網代痕

第21図 TA2-30 TA2-63 113 姿 縄文～弥生 底部片 暗褐色 赤褐色
白 乳白 金

赤 黒色粒子
100

(内  外)撫 で 底部木葉

痕

第21図 TA2-31 TA2-266 甕 縄文～弥生 底部片 明褐色 明褐色 白色粒子 93 191 3 (内 )ヘラ撫で

第21図 TA2-32 TA2-110 饗 縄文～弥生
胴下部～底

部片

にぶい黄褐

色
明赤褐色

自 赤 黒

黒光粒子
84 80 3 (内外)ヘラ撫で

第滋図 TA2-33 TA2-279 鉄 縄文晩期 口縁部片 明赤褐色 明赤褐色 自色粒子 116 1 (外 )浮線文 波状口縁

第22図 TA2-34 TA2-389 鉢 縄文～弥生 口縁部片
にぶい赤褐

色

にぶい赤褐

色
自 黒色粒子 (外)平回縁で山形小突起

第22図 TA2-35 TA2-19 深鎌 縄文晩期 日縁部片 にぶい橙色 明赤褐色
白 赤 黒色

粒子
(内 外) 撫 で

第22図 TA2-36 TA2-括 甕 縄文～弥生 回縁部片 明褐色 明褐色 白色粒子
(外)口縁端に指頭押圧文

胴都横条痕文

第22図 TA2-37 TA2-一括 甕 縄文晩期 日縁部片 橙 色 橙 色
自 黒 赤色

粒子
日縁端部に指頭による刻み

第2図 TA2-38 TA2-282 甕 縄文～弥生 口縁都片 暗赤褐色 暗赤褐色
自 赤 黒色

粒子
57 8 口縁端部に指頭による刻み

第22図 TA2-39 TA2-括 甕 縄文～弥生 日縁部片 暗赤褐色 赤褐色
白 黒 黒光

粒子
25 4

(外)口縁端に指頭押圧文

胴部縦条痕文

第22図 TA2-40 YA2-206 甕 縄文～弥生 回縁部片 明赤褐色 明赤褐色 自 黒色粒子 (内外)撫で

第22図 TA2-41 TA2-259 鉢 縄文～弥生 口縁部片 橙 色 橙 色 白 黒色粒子 (内 外)撫で

第22図 TA2-42 TA外 一括 甕 縄文～弥生 口縁都片 明赤褐色
にぶい赤褐

色

自 黒 学し自

色粒子
H38 (内 )横の条痕文  (外 )

の条痕文

縦

第効図 TA2-43 TA2-猛 甕 縄文～弥生 回縁部片
にぶい赤 4.L

色
暗赤褐色

白 乳自 黒

色粒子
111 (外)横条痕文

第22図 TA2-44 TA2-208 甕 縄文～弥生 回縁部片 にぶい橙色 にぶい橙色
白 黒 赤色

粒子
15 0 (内 ) 撫 で (外 )条痕文

第22図 TA2-45 TA2-59 菱 縄文～弥生 日縁部片 明褐色
にぶい責橙

色

白 黒 赤

黒光粒子
228 (内 )撫で  (外)斜条痕文

第22図 TA2-46 TA2-62 鉢 縄文～弥生 口縁部片 明褐色
にぶい赤褐

色
白 黒色粒子 35 8 (内外)撫で

第2_2図 TA2-47 TA2-396 鉢 縄文～弥生 口縁部片 暗褐色 黒褐色 白 黒色粒子 73 3 (内 ) 撫 で (外)横条痕文

第23図 TAl-20 TAl 横 刃 砂 岩 109 1

第23図 TAl-21 TAl-145 横 刃 買岩 12

第23図 TAl-22 TAl-115 横 刃 12

第23図 TAl-23 TAl-87 横 刃 砂岩 70 tユ

第23図 TAl-24 TAl-76 磨 石 花商岩 安山岩 123 9182

第23図 TAl-25 TAl-91 剥 片 72 50 加工痕のある剥片

第23図 TAl-26 TAl-77 礫 器 砂 岩 81 205 3

第23図 TAl-27 TAl-74

使用

痕剥

片

水 晶 水 晶 20 13

第23図 TAl-28 TAl 一括

使用

痕剥

片

黒曜石 黒曜石 26 13 11

第23図 TAl-29 TAl-75 剥 片 黒曜石 黒曜石 3] 27 20

第24図 TA2-48 TA2-126 横 刃 頁 岩

第24図 TA2望 9 TA2-49 横 刃 雲母片岩 57

第24図 TA2-50 TA2-括 横刃 買岩 47 64

第%図 TA2-51 TA2-47 横刃 砂 岩 55 114 19 106 4

第%図 TA2-52 TA2-58 横刃 52 138 12 101 7

第24図 TA2-53 TAl-84 TA2-79 打 斧 125 53 21 130 9

第24図 TA2-54 TA2-197 打斧 砂 岩 123 59 22 164 6

第24図 TA2-55 TA2-399 打 斧 砂 岩 60 22 159 2

第%図 TA2-56 TA2-71 打 斧 砂 岩 87 44 13
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図版No 報告No 遺物 (注記)h 器 形 時期 都位 色 調 (内 ) 色調 (外 ) 胎土 石材
絲
縦
ぐｃｍ＞

唯
横
くｃｍ＞

離
隣
ｍ

睡
　
ぐｇ＞

備 考

第24図 TA2-57 ?A2-395 打 斧 砂 岩 17

第24図 TA2-58 ↑A2-括 打斧 砂岩 21 1328

第25図 TA2-59 TA2-290 291 打 斧
フォルンフエ

67 307 3

第25図 TA2-60 TA2お 85

加工

痕剥

片

フォルンフエ
14 71 2

第25図 TA2-61 TA2-317 石核 チャート 33 [177

第あ図 TA2-62 TA2-327 磨 石 安山岩 12 2 1034 0

第25図 TA2-63 TA2将 77 凹石 安山岩 938 8

第25図 TA2-64 TA2-括 石 鏃 黒曜石 21 04 07

第25図 TA2-65 TA2-34 コ ア 黒曜石 13

第26図 TA2-66 TA2-14Fj 黒曜石 18

第26図 TA2-67 TA2-154 黒曜石 24

第26図 TA2 68 TA2-括 剥 片 黒曜石 21 11

第〃図 IヽZ2-1 溝 2 磨 石 安山岩 54 1824

第″図 4ヽZ2-2 溝 2 凹石 安山岩 115 621 9

第″図 表 1 表採
打斧

か
砂 岩 71 22 99 2

第27図 CHl-1 調査区12
ナイ

フ形

石器

黒曜石 41

第″図 表 2 一 括 碁 石 12 15

第27図 TAl-30 TAト ー括 14

第28図 1ヽ22-3 溝歩 1

土師

器

(杯 )

平安 体～底部片 橙色 橙 色
黒 赤  白色

粒子
70 底部回転糸切痕

第28図 lヽZ2-4 溝 2
陶器

碗
近世 口縁～胴部

にぶい黄掲

色

にぶい黄褐

色
密 97 76 (内外)釉掛け

第28図 lヽZ2 5 澤撃2
陶器

碗
近 世

口縁～腰部

片

浅黄～にぶ

い黄色

浅黄～にぶ

い黄色
白色粒子 739 0 (内外)釉掛け

第28図 M2卜 1 溝212
土師

質土

器

近世
口縁～底部

片

橙色 (口縁

黒変 )

橙色 (口縁

黒変 )

自 赤 黒 金

乳白色粒子
11 8 81 口縁に付着物有 り

第28図 ふ江Z21-2 溝211
磁器

碗
近世 腰部片

明オリーブ

灰色

明オリーブ

灰色
密 黒色粒子

第28図 NIZ19-1 溝192
陶器

碗
近世 胴部片 灰 色 灰 色 自色粒子 密 (内外)釉掛け

第28図 CHl-2 調査区11
中国

青磁
戦国末 腰部片 暗灰黄色 暗灰黄色 密 自色粒子
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図版 1

三百水遺跡全景 (東 から)

1・ 2号溝全景 (南西から) ピッ ト群全景 (南東から)

5号溝全景 (南西から) 2号溝石積み部 (北西から)



1～ 3号竪穴状遺構全景

竪穴状遺構遺物出土状況 (西から) 竪穴状遺構遺物出土状況 (南から)

竪穴状遺構覆土堆積状況 (南 から) 竪穴状遺構覆土堆積状況 (東から)



図版 3

1号竪穴状遺構 2号竪穴状遺構

1～ 3号竪穴状遺構全景 (北 から) 1～ 3号竪穴状遺構全景 (東 から)

1～ 3号竪穴状遺構全景 (南 東から) 1～ 3号竪穴状遺構全景 (東 から)

ナイフ形石器出土状況 ナイフ形石器取上げ直後の状況



図版 4

H

,V■■
竪穴状遺構出土土器①

駒 E

●
“dra

竪穴状遺構出土土器②

竪穴状遺構出土石器①竪穴状遺構出土土器③

“

a島
轟

竪穴状遺構出土石器② 竪穴状遺構出土石器③
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